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自分で考え、学び、つながる子の育成をめざして 

研修主任   

本校では、「夢をもち、心豊かにたくましく生きる清水っ子の育成」を教育目標とし、「にこにこ」と仲良

くする豊かな心、「いきいき」と学習する確かな学力、「はつらつ」と生活する健やかな身体を育み、「知・

徳・体」の調和のとれた児童の育成を目指しています。急速に進歩・変化する社会において、一人一人が夢

や志を持ち、持続可能な社会の創り手となり未来をたくましく切り拓いていけるよう、教育活動に励んでい

ます。そのためには、まず、児童一人一人の笑顔があふれる学校を目指し、豊かな関わりの中で主体的・対

話的で深い学びが実現できるように、「分かる・できる」喜びが実感できる授業の実践に努めています。 

 昨年度は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、学校は日常の教育活動を取り戻してきました。

授業では、児童同士が思いや考えを伝え合う「こだまタイム」を積極的に取り入れ、関わり合って学びを深

めようとする児童の姿が見られました。また、各教科等において「いきがい交流センターしみず」等との交

流を再開させることができ、地域の方々とよりよく関わり合ったり、清水の町のよさに目を向けたりし

て、「ふるさと清水」を愛する児童の育成に努めることができました。 

家庭学習においては、今年度も、学習時間「（１０×学年＋１０）分」を標準とし、一人一人が望ましい

学習習慣を身に付けることを目指していきます。引き続き、家庭学習におけるタブレット端末の活用も進め

てまいります。下記には、御家庭での学習習慣や学習環境の準備について載せておりますので、意識してお

声掛けいただけるとうれしいです。 

 今年度も清水っ子のために、御協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《家庭での学習の習慣化》 

☆ 規則正しい生活で学力アップ 

  ○ 早寝・早起き・朝ご飯 

  ○ 朝の排便の習慣化 

  〇 時間を決めて学習する 

    ・学習時間→（１０×学年＋１０）分 

  ○ 自分で時間割を合わせ学習用具をそろえる 

    ・毎日鉛筆を削る 

    ・タブレットの充電をする 

  ○ 読書をする 

  ○ 自分で決めた家の手伝いを毎日する 

  ○ 毎日できるだけ体を動かす 

 

☆ 学習するときのポイント 

  １ 机の上をきれいに片付ける 

  ２ よい姿勢で正しい鉛筆の持ち方をする 

  ３ テレビを見ながらしない 

 

《家庭での学習環境の準備》 

○  読書の好きな子どもにしましょう。 

  （よい本をそろえる、読み聞かせは効果的） 

○  テレビや新聞のニュースについて、家族で話

し合う機会を作りましょう。 

○ 国語辞典や図鑑を身近なところにおきましょう。 

○ 日本地図や世界地図を身近なところにおきまし

ょう。 

○ 自然や生き物と触れ合える機会を持ちましょう。 

○ 博物館や図書館へ行ってみましょう。 

○ 休みの日を利用して、さまざまな体験に挑戦し

てみましょう。（創作・見学・キャンプ…） 

 

○  テレビやゲームの時間、タブレット等の使

用ルールについて話し合っておきましょう。 

○ 普段から親子での挨拶や会話を大切にし

て、子どもとふれ合うことが、やる気につな

がります。 



 

 

 

運営委員会 

 運営委員会は、よりよい学校を作っていくリーダー的存在の委員会です。みんなに頼られ、学校を支えることができる

委員会にしていこうと張り切っています。早速、「えがおの花あかるいアイドル１年生集会」を計画し、各学年がクイズや

ダンスで 1 年生への歓迎の気持ちを表現しました。これからも、みんなの笑顔が増える楽しい活動を考えていきます。よ

ろしくお願いします。 

JRC委員会 

「気づき 考え 実行する」を合言葉に、みんなで協力して、世界中にやさしさがつながり、笑顔あふれる委員会にし

たいと頑張っています。JRC 週間には、１円玉募金やエコキャップの回収を行っています。これからも、一人ひとりが助

け合えるような清水小学校にするために活動していきます。御協力お願いします。 

音楽・集会委員会 

６月に全校集まっての音楽集会を計画しています。歌やゲームなど、みんなが笑顔になれる楽しい集会を目指して頑張

ります。今月の歌などしっかり歌って、みんなで「清水っ子の心のハーモニー」を広げていきましょう。                                      

放送委員会 

 聞きやすく分かりやすい放送をできるよう心掛けています。全校のみんなが聞いていて楽しくなる放送を目指して頑張

っています。新しい企画も考えていくので、これからの放送も楽しみにしていてください。 

図書委員会 

 清水小の図書館には、たくさんの本があります。図書館の魅力を全校のみなさんにお知らせするために、おすすめの本

の紹介や、紙芝居や絵本の読み聞かせなどの活動を計画しています。みなさん、本の世界を楽しみましょう。きっと、お

気に入りの一冊が見つかります。 

給食委員会 

 今年も明るく元気いっぱいのメンバーが集まりました。全校においしい給食を安全に手渡し、幸せで笑顔になるような

給食の時間を過ごしてもらえるように頑張ります。また、給食の時間に旬の食材や行事食を放送したり、給食感謝週間で

の活動にも、全力で取り組んだりします。好き嫌いをせず、最初からたくさん減らすことがないように、「もりもり食べて

元気いっぱい」の清水っ子になりましょう。 

保健委員会 

 今年は、清水っ子が健康に過ごせるように体の健康だけでなく心の健康についての活動も考えていきたいと思います。

学年に関わらず、一人一人が知恵を出し合って頑張ります。最近は暖かくなり、外で思いっきり遊べるようになりました。

熱中症予防に気を付け、元気な体で夏を迎えましょう。 

環境・掲示委員会 

学校の環境が良くなるように活動しています。靴箱やトイレスリッパが整頓できているか点検したり、季節の掲示をし

たりしています。これからはフラワーパークもきれいにする予定です。みなさんもきれいな学校になるように御協力お願

いします。 

体育委員会 

 清水っ子が楽しく、安全に運動できるように環境づくりや種目の紹介をしていきたいと思います。運動が大好きな人も、

ちょっと苦手な人も、楽しく遊んで体力を向上していきましょう。また、みんなが元気に遊べるように、運動のおもしろ

さを伝えていきたいと思います。 
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評
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春
の
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
を
三
年
生
の
お
姉
さ
ん

の
目
線
で
俳
句
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
十
七
日
は
、
一

年
生
を
迎
え
る
集
会
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
清
水
小
の

ア
イ
ド
ル
一
年
生
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
ね
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清
水
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広
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こ
の
広
場
で
は
、
俳
句
週
間
に
児
童
が
つ
く
っ
た
俳
句
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
終
わ
り
、
夏
ら
し
い
日
も
増
え
て
き
ま
し
た
ね
。
み
な

さ
ん
か
ら
集
ま
っ
た
俳
句
は
、
春
や
初
夏
の
も
の
、
母
の
日
な
ど
の
す
て
き
な
思
い

出
が
つ
ま
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
三
年
生
、
六
年
生
の
作
品
か
ら
、
教
頭
先
生
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。 
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（
評
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六
年
生
は
、
五
月
の
九
、
十
日
に
行
っ
た
修
学
旅
行 

の
俳
句
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
二
日
間
の
楽
し
さ
が
、

俳
句
に
も
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
広
島
の
平
和

記
念
公
園
で
の
思
い
を
切
り
取
っ
て
い
ま
す
ね
。
事
前
に
学

習
し
て
い
た
け
れ
ど
、
実
際
に
見
学
し
て
心
に
響
く
も
の
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
楽
し
い
修
学
旅
行
、
夏
の
青
空
と
対

照
的
な
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


